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天
照
大
神

（
交
通
）
近
鉄
榛
原
駅
よ
り
「
天
満
台
東

三
丁
目
」
行
バ
ス
終
点
下
車
、

徒
歩

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
な
し
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旅
人
の
無
事
守
る「
元
伊
勢
」

宇
陀
市
榛
原
の
萩
原
地
区

は
か
つ
て
萩
原
宿
と
呼
ば

れ
、
伊
勢
本
街
道
と
青
越
え

伊
勢
街
道
が
分
岐
す
る
重
要

な
宿
場
町
で
し
た
。
そ
の
分

岐
点
、
札
の
辻
か
ら
青
越
え

伊
勢
街
道
を
東
へ
４
㌔
余
り

の
宮
山
山
麓
に
「
元
伊
勢
」

と
も
呼
ば
れ
る
篠
畑
神
社
が

鎮
座
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
書
紀
」
に
よ
る
と

第

代
垂
仁
天
皇
の
時
代
に

倭
姫
命
は
天
皇
の
勅
命
を

受
け
て
天
照
大
神
を
祭
る

に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
を
求
め

て
「
菟
田
の
篠
幡
」
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
そ
の
後
更

に
近
江
、
美
濃
な
ど
の
国
を

巡
り
伊
勢
国
に
入
り
、
や
が

て
現
在
の
伊
勢
神
宮
を
創
建

し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
神
社
や
場
所
は
「
元
伊

勢
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
時
的
な
宮
で
あ
っ
た

菟
田
の
篠
幡
の
地
に
天
照
大

神
を
主
祭
神
と
し
て
祭
っ
た

の
が
こ
の
篠
畑
神
社
の
始
ま

り
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
に
記
さ
れ
た
伊

勢
神
宮
の
内
宮
に
関
す
る
最

古
の
記
録
書
で
あ
る
「
皇
大

神
宮
儀
式
帳
」
に
「
佐
々

波
多
宮
」
と
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
初
期

に
は
こ
の
神
社
の
原
形
の
よ

う
な
も
の
が
成
立
し
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。境
内
の「
佐

佐
波
多
姫
社
」
と
い
う
小
さ

な
社
に
は
倭
姫
命
に
仕
え
た

童
女
「
佐
々
波
多
姫
」
が
祭

ら
れ
て
い
ま
す
。

倭
姫
命
が
去
っ
た
後
も
こ

の
篠
畑
の
地
は
伊
勢
街
道
を

行
き
交
う
旅
人
の
無
事
を
見

守
り
続
け
て
き
た
こ
と
で
し

ょ
う
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

東
辻
裕
子
）

篠
畑
神
社
の
拝
殿
と
本
殿
‖
宇
陀
市
榛
原
で


